










現代ドイツ語 her と hin による
空間的用法と非空間的用法の中間的事例について
瀧　田　恵　巳
Über die Grenzfälle zwischen den lokalen und den nicht-lokalen 
Bedeutungen von her und hin
Emi TAKITA
Zusammenfassung: Die Lexeme her und hin beschreiben nicht nur lokale Richtungen, d.h. die Richtung 
auf den Sprechenden zu bzw. die vom Sprechenden weg auf ein bestimmtes Ziel zu. Sie werden auch für 
nicht-lokale Bedeutungen verwendet, wie herrichten, hinkriegen. Die Zusammensetzungen (her-, hin-) 
wie herauf/hinauf bezeichnen hauptsächlich lokale Richtungen, während sie in festen Verbindungen 
wie heraufbeschwören, hinaufarbeiten auch nicht lokal gebraucht werden. Bei einigen Fällen wie 
„Her mit dem Geld!“ ist es jedoch schwer zu erkennen, ob sie zu den lokalen oder zu den nicht-lokalen 
Bedeutungen gehören. In diesem Aufsatz wird der Zwischenraum zwischen den lokalen Bedeutungen 
und den nicht-lokalen von her(-) und hin(-) analysiert. Das Ziel liegt darin, die Zwischenstufen zwischen 










































































（1） Er jagte mit seinem Motorrad den Berg hinauf. （BW:562）
  彼はオートバイをとばして山を上がっていった。
（2） Aus dem Schornstein kommt schwarzer Rauch heraus. （WdG:1793）
  煙突から黒い煙が出てくる。
（3） Ihr Klavierspiel ist bis in die oberen Räume heraufgeklungen. （BW:483）
  彼女のピアノの演奏が上の部屋まで響いてきた。
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（4） Auf wen zeigt er hin? （BW:601）
  彼は誰を指しているの？
（5） Der Wegweiser zeigt zum Pfad hinauf. （BW:563）
  その道標は上の小道を指している。
（6） Er horchte in das dunkle Zimmer hinein. （BW:573） 
  彼はその暗い部屋の中の物音に耳を傾けた。
（7） Der Pfad senkt sich allmählich zum Tal hinab. （BW:561）
  その小道は緩やかに谷へ下っている。
（8） Das Wort ist mir einfach so herausgerutscht. （BW:491）
  口が滑って，言葉がついそのまま出てしまった。
（9） Der Fleck geht nicht mehr herunter. （BW:526）
  このシミはもはや落ちない。
（10） Die Farben heben sich gut aus der Umgebung heraus. （BW:488） 
  その色は周りより際立っている。
（11） Der Abend senkt sich herab. （BW:479）
  夜のとばりが降りてくる。








 i) „Start-Weg-Ziel“-betonte Sicht 「起点・通過領域・目標」に重点が置かれる視野
 ii) „Ziel“-betonte Sicht, bzw. “Start”-betonte Sicht　 
 　「目標」に重点が置かれる視野または「起点」に重点が置かれる視野
 ⅲ ) „Weg“-betonte Sicht　「通過領域」に重点が置かれる視野
　この分類により，単に「話者への方向」と「話者から離れる方向」とはいえない空間的用法
の記述と分類が可能になる。例えばEr schlich hinter ihm her. （BW:513）「彼は彼の後をこっそり
ついて行った」のherは，話者の方向を表す必要もなく，起点との結合も見られないが，移動
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　her: Mit her gibt man an, daß sich etwas auf ein Betrachterauge zu bewegt, oder daß sich etwas von 
einer Startposition auf das Betrachterauge zu （=Zielposition） richtet.  Das Auge（＞） befindet sich in 









　hin: Mit hin gibt man an, daß sich etwas von einem Betrachterauge weg auf ein Ziel zu bewegt, oder daß 
sich etwas von der Position des Betrachterauges aus auf einen Zielpunkt richtet. Das Auge（＜） befindet 





















目標側が焦点化される傾向で，her(-)の〈起点との結合〉が見られる用法（例：Vom Fenster her 
zieht es.「窓の方から風が入ってくる」）とhin(-)の〈目標との結合〉が見られる用法（例：Zum 
Bahnhof hin lief Hans「駅の方へハンスは走っていった」）に認められる。
　第三の傾向は，図式中の通過領域が焦点化される傾向である。her(-)に関しては，Er geht 
hinter ihr her.「彼は彼女の後をついていく」のhinter ihrに見られる〈移動中の状態との結合〉，




Inge. Aufgeregt ging er hin und her.「フレートはインゲを待ちわびていた。彼は興奮して行った














合〉は，Das läßt sich von der Theorie her leicht beweisen「これは理論的観点から簡単に証明でき
る」のようにvonやausの前置詞句等の起点表現を慣用的に伴う非空間的用法や，離脱を表す
非空間的用法に認められる。第三の傾向〈移動中の状態との結合〉を持つ非空間的用法には，




（例：Das Auto ist hin.「その車は壊れてしまった」）が挙げられる。第二の傾向〈目標との結合〉
瀧　田　恵　巳30
は，非空間的な目標を伴う用法（例 : Sie hat ihn auf seinen Fehler hingewiesen.「彼女は彼に間違
いへの注意を喚起した」）に見られる。第三の傾向〈経過との結合〉を持つ非空間的用法には，











































































　（14）　Er findet nicht aus dieser Angelegenheit heraus. (BW:486)
　　　　彼はこの問題から逃れるすべがない。





















　（18）　Ein Gewitter brach über uns herein. （BW:499）
　　　　嵐が我々を不意に襲った。
　（19）　Die Stare sind über die Kirschen hergefallen. （WdG:783）
　　　　ホシムクドリたちは，サクランボをさんざん食い荒らしてしまった。










　（21）　Komm doch nachher auf ein Glas Wein zu uns herüber! （BW:1762）
　　　　後でちょっとワインでも飲みにうちに来てちょうだいよ！
　（22）　Er ist mitten in der Nacht bei uns hereingeschneit. （WdG:1801）
　　　　彼は真夜中にふらりと私たちのところに立ち寄った。
3.2 動作の慣用的な方向を示す空間的用法：〈転倒〉を表すhin
　hinは，動詞donnern, fallen, fliegen, hauen, legen, schlagen, purzelnなどと共に自動詞構文で「転





　（23）　Er ist auf dem glatten Parkett hingedonnert. （BW:570）
　　　　彼はつるつるした寄木張りの床でどしんと音を立てて転んでしまった。
　（24）　Ich bin gestolpert und beinahe hingeflogen. （BW:579）
　　　　私はつまずいてすんでのところで転んでしまうところだった。
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　（25）　Der Junge purzelte auf den Boden hin. （BW:582）　
　　　　少年は床にひっくり返った。
　（26）　der Länge lang [nach] hinschlagen （BW:583）　
　　　　棒のようにばったりと倒れる 
　（27）　Ich hab mich ständig hingelegt. （BW:582）　　
　　　　私は転びっぱなしだった。















　（29）　Leg das Messer sofort hin! （BW:582）  
　　　　（子供等に命令口調で）そのナイフをすぐに置きなさい！
　（30）　Ich lege das Kind abends um sieben Uhr hin. （BW:581） 
　　　　私は子供を毎晩７時に寝かしつける。
　（31）　Setz dich auf meinen Platz hin, ich stell mich hin. （BW:584）
　　　　君は私の席に座りなさい。わたしは立っているから。 
　（32）　Sie hatte den Hörer hingehauen und war einfach ohne Mantel hinausgerannt. （BW:580-581）
　　　　彼女はガチャンと受話器を置いて，そのままコートも着ずに出ていった。





　（33）　Er hat dieses Referat in letzter Minute hingehauen. （BW:581） 
　　　　彼はこの報告を殴り書きして，ぎりぎりで仕上げた。
　（34）　Das Referat ist aber hingeschustert. （BW:584）
　　　　そのレポートはしかしぞんざいに仕上げられたものだ。







　（36）　Die Schere brauche ich, her damit! （WdG:1782） 
　　　　そのはさみが必要だ。こちらによこしてくれ。





　（38）　Wo soll es （das Geld o. ä） denn auch herkommen? （BW:504）
　　　　それ（その金等）が一体どこから手に入るというのだ。














　（40）　Dafür mußte er hundert Mark hinblättern. （BW:570）
　　　　その代価としてかれは100マルクを支払わなくてはならなかった。





















　herunterは動詞bringen, kriegenと，hinunterは動詞gießen, schlucken, spülen, würgen やmit前置
詞句と結合して，「飲み下す」という意味を表す。一方hineinは動詞bringen, laufen(lassenを伴
い他動詞構文となる ), schlingen等，及び前置詞句 in sichを伴い，「飲み込む」という意味を表す。
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全て他動詞構文で，摂取する対象を4格目的語にとる。
　（43）　Ich bringe keinen Bissen mehr herunter. （BW:525）　
　　　　私はもう一口も入らない。 
　（44）　Er schluckte die bittere Medizin hinunter. （WdG:1861）
　　　　彼はその苦い薬を飲み込んだ。
　（45）　Er spülte schnell den letzten Bissen mit einem Glas Wein hinunter. （BW:599）
　　　　彼は急いで最後の一口をワイン一杯で流し込んだ。
　（46）　Er mußte das trockene Brot hinunterwürgen. （WdG:1861）
　　　　彼はそのひからびたパンを無理矢理飲み下さなくてはならなかった。
　（47）　Hinunter mit dem Bier! （WdG:1861）　　
　　　　そのビールを飲み下せ！
　（48）　Er hat eine ganze Flasche Schnaps in sich hineinlaufen lassen. （BW:574）
　　　　彼はシュナップスを一瓶丸ごとのどに流し込んだ。






























































　（50）　Er hat alles, was er gegessen hat, sofort wieder herausgebrochen. （BW:485）
　　　　彼は食べたものを全部すぐにまた吐いてしまった。
　（51）　Es fuhr mir so heraus, es war nicht böse gemeint. （BW:486）
　　　　それは私の口が不意にそう言っただけで，全く悪気はなかったのだ。
　（52）　Jetzt kommt endlich mit der Wahrheit heraus!　 （BW:489） 
　　　　さあいいかげんに本当のことを吐き出してしまえ！
　（53）　Er brachte （vor Angst, Schreck, Erschöpfung） kein Wort heraus.　 （BW:485）
　　　　彼は（不安，驚き，疲れのあまり）一言も発することができなかった。




















　（55）　Einen englischen Text liest er glatt herunter. （BW:527）
　　　　ある英語のテキストを彼は流ちょうに単調に朗読する。













を表す場合もある。またhineinにも ins Blaue hineinreden「口から出まかせを言う」という用法
がある。これらの用法は発言行為にかかわる認識領域との関係よりもむしろhinが持つ第四の
傾向〈消極的な目標の関与〉が反映されたものと考えられる。
　（57）　Das hat sie doch nur so hingeplappert. （BW:582）　
　　　　それは彼女がただそんな風に考えなしにぺちゃくちゃしゃべっただけのことだ。
　（58）　Ich glaube, sie hat das nur so hingesagt.　 （BW:583）
　　　　思うに彼女はただ考えなしにそういったのだろう。































































BW= Brockhaus Wahrig Deutsches Wörterbuch in sechs Bänden. Bd.3, hrsg. v. Krämmer, Hilderad; 
Zimmermann, Harald, F. A. Brockhaus Wiesbaden Verlags – Anstalt, Stuttgart, 1981.
WdG= Wörterbuch der deutschen Gegenwartssprache, hrsg. V. Ruth Klappenbach u. Wolfgang Steinitz 
Akademie-Verlag-Berlin, 1978.
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2 本論文の「空間的用法の条件」は既に瀧田（2006ab, 2007, 2008a, 2011）で取り上げたものである。「空間
的用法の条件（詳細）」は，瀧田（2011）の規定に基づく。その空間に関する記述は「先験的で外界にお
いて既存と見なされる知覚可能な（三次元空間）」であったが，本論文の論旨に合わせ，再度Kant （1956）
を検討し，実生活で言語を運用する観点から，さらに適宜修正を加えた。
3 本論文の2.2は，瀧田（2008b）を本論文の主旨に合わせ適宜加筆修正した。
4 3.4.1の用法の説明は，瀧田（2006a, 2008a）を本論文の主旨に合わせ適宜加筆修正した。
5 日本語の指示詞にも同様の現象が見られる。例えば歯科医は患者の虫歯を指して「ここが痛みますか？」
と尋ね，それに対して患者は「そこが痛みます」と答えることがある。この時純粋に距離の観点から考
えれば，患者の虫歯は当然歯科医より患者の方に近いので，歯科医は「ここ」ではなく「そこ」で指し，
患者は「そこ」ではなく「ここ」と指すはずである。このように純粋な距離から考えられる指示詞とは
全く逆の指示詞が選択される原因は，患者の虫歯が，患者にとって自分の体内という認識しがたく，歯
科医にとっては患者よりも認識しやすいことにある。この例からも，体内は当の本人にとって認識しが
たい，心的に遠い領域であることがわかる。
6 〈発言行為〉を表すherausに関する説明は，瀧田（2007）を適宜加筆修正した。
 
